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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

中間連結会計期間
第74期

中間連結会計期間
第73期

会計期間

自2025年
　４月１日
至2025年
　９月30日

自2026年
　４月１日
至2026年
　９月30日

自2025年
　４月１日
至2026年
　３月31日

売上高 （千円） 12,570,482 19,581,320 29,136,268

経常利益 （千円） 1,607,317 890,235 3,399,603

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（千円） 972,231 350,750 1,832,197

中間包括利益又は包括利益 （千円） 328,289 824,423 2,191,798

純資産額 （千円） 24,657,296 27,261,816 26,798,939

総資産額 （千円） 32,918,706 47,165,924 47,271,964

１株当たり中間（当期）純利益金

額
（円） 200.81 72.32 378.26

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.7 57.4 56.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,158,564 658,292 2,304,658

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △487,593 △613,297 △4,937,730

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △467,885 △861,256 3,033,750

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 3,465,461 3,130,110 3,884,675

 

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を実施しております。これ

に伴い、１株当たり中間（当期）純利益金額は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

して算出しております。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書の提出日以後、本書提

出日現在までの間において追加すべき事項が生じております。以下の内容は当該有価証券報告書の「事業等のリス

ク」を一括して記載したものであり、追加又は変更箇所については＿＿＿罫で示しております。

当社グループの経営成績、株価および財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあり

ます。なお、以下の文中における将来の事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

 

(1)　国内の経済状況について

当社グループの主要な収益源である住宅向け収納建材の需要は、新設住宅着工戸数の動向に強く影響を受けます。

新設住宅着工戸数は中長期的に減少傾向にありますが、住宅価格の高騰や金利の大幅な上昇に起因して市況が悪化し

着工戸数が大きく減少した場合、当社グループの業績および財務状況に重大な影響を及ぼす可能性があります。

 

(2)　海外事情の変化について

当社グループは、インドネシア子会社を通じた原材料（ファルカタ材等）の調達体制を強みとしております。その

ため、海外の調達拠点における政治・経済の状況変化や自然災害の発生、関連する地政学リスクの顕在化により、資

材調達の遅延やコスト増加が発生した場合、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

また、当社グループは欧州合板市場のシェア拡大を目的としてフランス子会社を戦略的中心拠点と位置づけ、海外市

場の開拓を推進しております。そのため欧州経済の悪化や現地における法制度、環境規制の改正等の要因により、海

外市場での事業展開が計画通りに進捗しない場合、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があり

ます。

 

(3)　為替レートの変動について

当社グループの主力製品である住宅向け収納建材の資材等の一部は海外子会社から調達しております。為替レート

の変動は、外貨建て取引により発生する資産・負債および仕入価格に影響を与える可能性があります。為替の変動リ

スクをヘッジするために為替予約および通貨オプション等を行っており、為替変動の製品コストへの影響を最小限に

とどめておりますが、急激な為替変動は当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4)　価格競争について

当社グループは高品質を確保した上で、徹底した生産の合理化や海外子会社からの資材調達等によりコスト削減に

取り組んでおりますが、資材価格やエネルギーコスト全般の高騰をうけて建材価格全体が高止まりの状態となってお

ります。このような市場環境の中で業界における価格競争が激しくなった場合には、当社グループの業績および財務

状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

(5)　災害について

国内においては近い将来発生が予想される南海トラフ地震等の大規模自然災害の他、インドネシアにおける火山噴

火、および世界中で発生する気候変動による災害などが、広範囲でかつ深刻なものであった場合には、当社グループ

の業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

(6)　海外子会社の業績について

当社のフランス子会社であるNP ROLPIN SASは、主として合板の製造および販売を行っております。同社は、2014

年の買収当初より業績の低迷が続いているため、経営全般にわたる積極的な経営支援を含む経営再建計画を策定し、

業績の回復を図っておりますが、今後同社の業績が回復しない場合には、当社グループの業績および財務状況に影響

を及ぼす可能性があります。

当社グループではフランス子会社に対してコスト削減や品質向上のための更なる技術支援およびインドネシア子会

社からの製品供給などの販売支援に取り組み、欧州市場での競争力を向上させることでフランス子会社の業績回復に

鋭意取り組んでまいります。

なお当社は、フランス子会社のNP ROLPIN SASに対して１百万ユーロの資本投資、35百万ユーロの融資を行ってお

りますが、経営再建計画における利益計画とは想定以上の乖離が発生しており、2026年９月末時点においては、同社

が5,182百万円の債務超過となったため、貸倒引当金繰入額297百万円（当中間会計期間における繰入額の合計は576

百万円）を追加計上しております。これにより同社への貸付金に対して計上した貸倒引当金は5,182百万円になりま

す。
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また、当社は、NP ROLPIN SASの完全子会社であるROLKEM SASに対して、2026年９月末時点において10百万ユーロ

の運転資金融資を行っております。ROLKEM SASは主要な販売先の内製化や、原材料価格の上昇等により利益計画の達

成が困難な状況が続いており、同社は1,324百万円の債務超過となりました。そのため当社はROLKEM SASの債務超過

額に対して貸倒引当金繰入額37百万円（当中間会計期間における繰入額の合計は35百万円）を追加計上しておりま

す。これにより同社への貸付金に対して計上した貸倒引当金は1,324百万円になります。

今後NP ROLPIN SAS及びROLKEM SASの業績が回復せず、純資産価値が引き続き毀損した場合には、追加で損失を計

上するリスクがあります。連結財務諸表上におきましては、フランス子会社の業績は毎期の連結業績及び連結財政状

態に反映されております。なお、連結グループ内の事象であるため当社の子会社に対する関係会社株式評価損や貸倒

引当金は計上されません。
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２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などにより、緩やかな回復基調で推移しまし

た。中東情勢の緊迫化に伴うナフサ等の石油化学原料の供給懸念は、一旦落ち着きを見せたものの、同情勢は依然

として収束しておらず、円安による輸入物価の上昇に加え、原材料・エネルギー価格の高止まりが企業活動や個人

消費に与える影響が懸念されるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

住宅関連業界におきましては、為替相場の円安基調に伴う資材・エネルギー価格の高騰に加え、職人不足を背景

とした人件費の上昇や住宅ローン金利の上昇等により建築コストが高止まりしており、住宅取得マインドの減退が

継続しております。当中間連結会計期間の新設住宅着工戸数は前年同期比で11.3％増加いたしましたが、これは前

年同期が建築基準法改正に伴う駆け込み需要の反動により歴史的な水準まで減少していたことによる影響が大き

く、市場環境としては引き続き厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは引き続き、為替対策による資材価格高騰への対応をはじめ、生産性向上

施策や経費削減等を徹底し、利益の確保に努めました。調達面におきましては、第１四半期に顕在化したナフサ不

足による原材料の供給懸念が一旦落ち着き、需要過多も沈静化したことから、サプライチェーンは落ち着きを取り

戻しております。部材の供給停滞により受付を一時停止していたアルミ製オープン階段「ルミスト」につきまして

も、８月に全部材の受付を再開いたしました。当社グループは、今回の事態を教訓として、複数購買による調達リ

スクの低減に引き続き取り組んでまいります。一方で、原材料をはじめとする調達価格は全般的に過去に類を見な

い水準で上昇しており、採算性の確保に向けて、2026年10月１日受注分より設計価格の改定を実施しております。

販売面におきましては、暮らしの課題解決型の提案力の強化に取り組みました。家づくりに関する各種調査におい

て、「収納」は満足度と後悔の双方で上位に挙がる項目であり、当社グループは、お客様の暮らしの中の不満を

「収納」を通じて解決し、家づくり全体の満足度向上に貢献することを商品開発の基本方針としております。なか

でも空間の有効活用を重視して開発したシステム収納は、販売戦略の中核を担う商品群であり、従来から展開して

いるSNSやショールームでの情報発信に加え、ウェビナーの開催など多様な接点を通じて暮らしの課題に関する情

報を蓄積し、その解決策を商品提案に結び付ける取り組みを強化いたしました。商品面では、2026年10月に「ガス

衣類乾燥機用棚板セット」へのグレー系２色、「枕棚セット Vシリーズ」への木目調柄３色の追加販売を開始した

のを始め、今後も複数の新商品の展開を控えております。引き続き、収納製品のラインナップ拡充を通じて戸当り

売上高の増加を図り、競争力の強化に努めてまいります。また、新築市場の停滞をカバーする形で、リフォーム市

場向けの販売が引き続き好調に推移し、売上高の増加に寄与いたしました。今後もリフォーム市場に向けた営業力

の拡充に取り組んでまいります。

 

a．財政状態

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は26,248百万円となり、前連結会計年度末に比べ182百万円減少いたし

ました。これは主に電子記録債権833百万円の減少、現金及び預金754百万円の減少、原材料及び貯蔵品849百万円

の増加、仕掛品110百万円の増加等によるものであります。固定資産は20,917百万円となり、前連結会計年度末に

比べ76百万円増加いたしました。これは主に投資有価証券381百万円の増加、建設仮勘定322百万円の減少等によ

るものであります。この結果、総資産は47,165百万円となり、前連結会計年度末に比べ106百万円減少いたしまし

た。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は10,520百万円となり、前連結会計年度末に比べ152百万円減少いたし

ました。これは主に未払法人税等572百万円の減少、短期借入金343百万円の増加、未払金76百万円の増加等によ

るものであります。固定負債は9,383百万円となり、前連結会計年度末に比べ416百万円減少いたしました。これ

は主に長期借入金771百万円の減少、デリバティブ債務140百万円の増加、繰延税金負債118百万円の増加等による

ものであります。この結果、負債合計は19,904百万円となり、前連結会計年度末に比べ568百万円減少いたしまし

た。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は27,261百万円となり、前連結会計年度末に比べ462百万円増加いた

しました。これは主に為替換算調整勘定503百万円の増加、その他有価証券評価差額金287百万円の増加、繰延

ヘッジ損益280百万円の減少等によるものであります。

 

b．経営成績

当中間連結会計期間の売上高は19,581百万円（前年同期比55.8％増）、営業利益は953百万円（前年同期比

14.3％増）、経常利益は890百万円（前年同期比44.6％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は350百万円（前

年同期比63.9％減）となりました。なお、売上高が前年同期に比べ大幅に増加しているのは、主に前連結会計年

度にETABLISSEMENTS GUY JOUBERTを子会社化した影響によるものであります。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　木材関連事業

当セグメントにおける国内市場におきましては、原材料の供給懸念は一旦落ち着いたものの、調達価格の全

般的な上昇が続き、新設住宅着工戸数は前年同期比で増加したものの、事業環境は依然として厳しい状況で推

移いたしました。このような状況下、当社グループは新規販路の開拓を通じた市場シェアの拡大に注力し、収

益基盤の維持に努めました。さらに、リフォーム市場における販売が引き続き伸長したことに加え、施工現場

における省施工ニーズの高まりを背景に「５mmピッチアートランバー」の販売が好調に推移し、売上高の増加

を牽引しました。海外市場におきましては、フランスをはじめとする欧州経済の停滞が続き、住宅・非住宅と

もに建設活動の縮小が長期化するなか、合板の需要も低水準にとどまり、厳しい事業環境で推移いたしまし

た。このような環境下、NP ROLPIN SASは、主力である海岸松合板は建築資材としての利用が中心となること

から、需要減少の影響を大きく受け、業績の回復には至っておりませんが、コスト削減の取り組みを徹底し、

業績への影響の抑制に努めております。また、ETABLISSEMENTS GUY JOUBERTにおきましては、海岸松合板と比

較して影響は限定的ながらも、主力のポプラ材合板およびオクメ材合板ともに欧州経済の低迷の影響を受け、

業績は伸び悩みました。今後は、両社間での製造・販売両面におけるシナジー創出に向けた施策をより一層推

進するとともに、コスト構造の改善に継続して取り組み、欧州市場の回復局面において確実に収益を取り込め

る体制を構築してまいります。なお、当中間連結会計期間の売上高は、主に前連結会計年度の2025年10月1日

にETABLISSEMENTS GUY JOUBERTの全株式を取得し子会社化した影響により、前年同期に比べ大幅に増加いたし

ました。前中間連結会計期間は同社が連結対象外であるため、前年同期との比較には連結範囲拡大の影響が含

まれております。

この結果、当セグメントの経営成績は、売上高18,218百万円（前年同期比60.8％増）、セグメント利益896

百万円（前年同期比0.2％増）となりました。

②　電線関連事業

当セグメントでは、引き続き新規顧客の開拓や小口販売の拡充など、営業基盤の強化に取り組みました。事

業環境といたしましては、電材仕入価格の高止まりや業界内における価格競争が継続するなど、依然として厳

しい状況で推移いたしました。このような環境下におきまして、物件ごとの採算管理を徹底するとともに、第

１四半期に受注した大型物件の寄与もあり、業績は前年同期を上回りました。

この結果、当セグメントの経営成績は売上高1,128百万円（前年同期比15.7％増）、セグメント利益29百万

円（前年同期比331.5％増）となりました。

③　一般管工事関連事業

当セグメントでは、企業の設備更新需要などに支えられ、設備投資および設備改修工事に関する受注は堅調

に推移いたしました。一方で、当期は工事の完成時期が下期に偏る見込みであることから、当中間連結会計期

間の業績は低調に推移いたしましたが、下期には完成工事の増加を見込んでおります。

この結果、当セグメントの経営成績は売上高234百万円（前年同期比11.5％減）、セグメント利益13百万円

（前年同期比27.4％減）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における当社グループの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ754百万円減少し、3,130百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は658百万円（前年同期比43.2％減）となりました。

これは、主に税金等調整前中間純利益896百万円、減価償却費683百万円、売上債権の減少499百万円があった

一方で、法人税等の支払額983百万円、棚卸資産の増加額954百万円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、支出した資金は613百万円（前年同期比25.8％増）となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出582百万円、無形固定資産の取得による支出44百万円等によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、支出した資金は861百万円（前年同期比84.1％増）となりました。

これは、主に長期借入金の返済による支出939百万円、配当金の支払額193百万円があった一方で、短期借入金

の純増加額468百万円があったこと等によるものであります。
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(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

(6) 研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、59百万円であります。なお、当中間連結会

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2026年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,047,900 5,047,900
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 5,047,900 5,047,900 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2026年４月１日

　（注）
4,038,320 5,047,900 － 2,121,000 － 1,865,920

（注）株式分割（１：５）によるものであります。
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(5) 【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

南海興産株式会社 香川県高松市常磐町２丁目１３番地４ 1,206 24.84

公益財団法人南海育英会 香川県高松市常磐町２丁目１３番地４ 777 16.00

株式会社百十四銀行

（常任代理人　株式会社日本

カストディ銀行）

香川県高松市亀井町５番地の１

（東京都中央区晴海１丁目８番１２号）
233 4.81

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 223 4.59

小林 茂 新潟県新発田市 151 3.11

四国興業株式会社 香川県高松市塩屋町８－１ 122 2.52

株式会社愛媛銀行 愛媛県松山市勝山町２丁目１ 121 2.50

丸山 徹 香川県高松市 118 2.44

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目１０－１７ 100 2.05

南海プライウッド従業員持株

会
香川県高松市松福町１丁目１５番１０号 98 2.02

計 - 3,153 64.94

（注）当社は自己株式を192,030株所有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
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(6) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 192,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,846,700 48,467 －

単元未満株式 普通株式 9,200 －
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  5,047,900 － －

総株主の議決権  － 48,467 －

 

②【自己株式等】

    2026年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

南海プライウッド㈱
香川県高松市松福町

１丁目１５－１０
192,000 － 192,000 3.80

計 － 192,000 － 192,000 3.80

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、仰星監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,884,675 3,130,110

受取手形、売掛金及び契約資産 5,489,177 5,834,295

電子記録債権 3,471,847 2,638,787

商品及び製品 4,344,761 4,454,374

仕掛品 1,125,603 1,235,691

原材料及び貯蔵品 6,061,554 6,911,440

デリバティブ債権 512,230 242,684

その他 1,548,305 1,808,655

貸倒引当金 △7,768 △7,847

流動資産合計 26,430,388 26,248,192

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,001,941 14,114,898

減価償却累計額 △7,703,927 △7,937,303

建物及び構築物（純額） 6,298,013 6,177,594

機械装置及び運搬具 14,707,074 15,433,656

減価償却累計額 △10,443,397 △10,922,049

機械装置及び運搬具（純額） 4,263,677 4,511,607

工具、器具及び備品 821,685 853,073

減価償却累計額 △612,394 △655,066

工具、器具及び備品（純額） 209,291 198,006

リース資産 72,018 72,241

減価償却累計額 △72,018 △72,241

リース資産（純額） － －

土地 4,943,078 4,971,200

建設仮勘定 829,906 507,776

その他 135,405 145,230

有形固定資産合計 16,679,372 16,511,416

無形固定資産 132,200 165,409

投資その他の資産   

投資有価証券 1,447,286 1,828,931

繰延税金資産 107,587 112,021

投資不動産 2,500,020 2,484,508

減価償却累計額 △623,544 △655,255

投資不動産（純額） 1,876,476 1,829,252

デリバティブ債権 98,486 －

退職給付に係る資産 207,087 180,304

その他 293,079 290,397

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 4,030,003 4,240,905

固定資産合計 20,841,576 20,917,732

資産合計 47,271,964 47,165,924
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,555,181 3,564,729

短期借入金 3,814,860 4,158,140

未払金 990,616 1,066,949

未払費用 217,561 240,953

未払法人税等 1,048,290 475,467

未払消費税等 55,959 64,999

賞与引当金 420,776 389,797

その他 569,434 559,271

流動負債合計 10,672,681 10,520,309

固定負債   

長期借入金 7,511,507 6,740,235

繰延税金負債 1,547,896 1,666,351

役員退職慰労引当金 9,440 9,440

退職給付に係る負債 300,481 321,411

デリバティブ債務 － 140,999

その他 431,018 505,362

固定負債合計 9,800,343 9,383,799

負債合計 20,473,025 19,904,108

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,121,000 2,121,000

資本剰余金 1,870,836 1,840,668

利益剰余金 20,772,902 20,929,813

自己株式 △131,545 △125,157

株主資本合計 24,633,193 24,766,324

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 601,141 888,319

繰延ヘッジ損益 418,952 138,729

為替換算調整勘定 694,012 1,197,188

退職給付に係る調整累計額 112,078 99,817

その他の包括利益累計額合計 1,826,184 2,324,054

非支配株主持分 339,561 171,436

純資産合計 26,798,939 27,261,816

負債純資産合計 47,271,964 47,165,924
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 12,570,482 19,581,320

売上原価 8,401,092 14,297,454

売上総利益 4,169,390 5,283,866

販売費及び一般管理費   

発送運賃 654,839 862,611

貸倒引当金繰入額 △42 48

報酬及び給料手当 960,506 1,168,054

賞与引当金繰入額 233,381 249,119

退職給付費用 21,270 24,105

その他 1,465,569 2,026,579

販売費及び一般管理費合計 3,335,525 4,330,518

営業利益 833,864 953,347

営業外収益   

受取利息 11,529 13,843

受取配当金 17,147 21,698

受取賃貸料 82,432 82,419

為替差益 581,473 52,069

デリバティブ評価益 86,114 －

その他 76,194 63,012

営業外収益合計 854,891 233,043

営業外費用   

支払利息 29,161 119,680

賃貸費用 50,643 48,534

デリバティブ評価損 － 100,544

持分法による投資損失 － 15,152

その他 1,632 12,243

営業外費用合計 81,438 296,156

経常利益 1,607,317 890,235

特別利益   

固定資産売却益 699 6,211

その他 － 92

特別利益合計 699 6,303

特別損失   

固定資産除却損 7,580 60

特別損失合計 7,580 60

税金等調整前中間純利益 1,600,437 896,479

法人税、住民税及び事業税 549,678 430,809

法人税等調整額 73,655 139,382

法人税等合計 623,334 570,192

中間純利益 977,103 326,286

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
4,871 △24,463

親会社株主に帰属する中間純利益 972,231 350,750
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 977,103 326,286

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 122,190 287,445

繰延ヘッジ損益 194,405 △280,222

為替換算調整勘定 △954,609 503,175

退職給付に係る調整額 △10,800 △12,261

その他の包括利益合計 △648,813 498,137

中間包括利益 328,289 824,423

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 323,214 848,620

非支配株主に係る中間包括利益 5,074 △24,196
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,600,437 896,479

減価償却費 416,334 683,036

株式報酬費用 2,686 6,414

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 48

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,555 △32,267

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 26,348 26,783

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △22,857 1,588

受取利息及び受取配当金 △28,677 △35,541

支払利息 29,161 119,680

為替差損益（△は益） △484,501 235,614

持分法による投資損益（△は益） － 15,152

固定資産除却損 7,580 60

固定資産売却損益（△は益） △699 △6,211

デリバティブ評価損益（△は益） △86,114 100,544

売上債権の増減額（△は増加） 179,172 499,593

未収入金の増減額（△は増加） △107,017 △82,549

棚卸資産の増減額（△は増加） △342,034 △954,808

仕入債務の増減額（△は減少） 170,605 △8,827

差入保証金の増減額（△は増加） 135,450 2,781

その他 △117,543 256,522

小計 1,372,734 1,724,091

利息及び配当金の受取額 32,245 37,443

利息の支払額 △31,319 △119,751

法人税等の支払額 △215,096 △983,490

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,158,564 658,292

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △472,731 △582,361

有形固定資産の売却による収入 700 3,743

有形固定資産の除却による支出 △7,580 △60

無形固定資産の取得による支出 △5,723 △44,039

投資有価証券の取得による支出 △1,309 △3,624

投資不動産の取得による支出 △950 －

投資不動産の売却による収入 － 13,044

投資活動によるキャッシュ・フロー △487,593 △613,297

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △17,301 468,682

長期借入金の返済による支出 △299,526 △939,642

長期借入れによる収入 － 14,431

リース債務の返済による支出 △3,207 △27,048

自己株式の取得による支出 △2,576 △126

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △72,657

子会社の自己株式の取得による支出 － △111,210

配当金の支払額 △145,274 △193,683

財務活動によるキャッシュ・フロー △467,885 △861,256

現金及び現金同等物に係る換算差額 △52,283 61,695

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 150,800 △754,565

現金及び現金同等物の期首残高 3,314,660 3,884,675

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,465,461 ※ 3,130,110
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

電子記録債権割引高

 
前連結会計年度
（2026年３月31日）

当中間連結会計期間
（2026年９月30日）

電子記録債権割引高 672,539千円 1,474,603千円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年９月30日）

現金及び預金勘定 3,465,461千円 3,130,110千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 3,465,461 3,130,110

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月15日

取締役会
普通株式 145,183千円 150円 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月15日

取締役会
普通株式 193,838千円 200円 2026年３月31日 2026年６月29日 利益剰余金

（注）2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を実施しておりますが、配当基準日

は2026年３月31日であるため、株式分割前の株式数を基準とした金額を記載しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
木材関連事
業

電線関連事
業

一般管工事
関連事業

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 11,330,498 974,741 265,242 12,570,482 － 12,570,482

セグメント間の内部売
上高又は振替高

232 2,126 49,079 51,437 △51,437 －

計 11,330,730 976,867 314,322 12,621,919 △51,437 12,570,482

セグメント利益 894,450 6,725 18,291 919,467 △85,603 833,864

　（注）１．セグメント利益の調整額△85,603千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2026年４月１日　至2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
木材関連事
業

電線関連事
業

一般管工事
関連事業

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 18,218,472 1,128,203 234,645 19,581,320 － 19,581,320

セグメント間の内部売
上高又は振替高

232 2,133 47,408 49,774 △49,774 －

計 18,218,704 1,130,336 282,054 19,631,095 △49,774 19,581,320

セグメント利益 896,608 29,016 13,273 938,899 14,448 953,347

　（注）１．セグメント利益の調整額14,448千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
木材関連事業 電線関連事業 一般管工事関連事業

天井材 262,399 － － 262,399

収納材 9,543,847 － － 9,543,847

合板 1,240,987 － － 1,240,987

電線関連 － 974,741 － 974,741

その他製品 283,263 － 265,242 548,506

顧客との契約から生
じる収益

11,330,498 974,741 265,242 12,570,482

外部顧客への売上高 11,330,498 974,741 265,242 12,570,482

 

当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
木材関連事業 電線関連事業 一般管工事関連事業

天井材 264,240 － － 264,240

収納材 10,125,672 － － 10,125,672

合板 7,547,276 － － 7,547,276

電線関連 － 1,128,203 － 1,128,203

その他製品 281,282 － 234,645 515,928

顧客との契約から生
じる収益

18,218,472 1,128,203 234,645 19,581,320

外部顧客への売上高 18,218,472 1,128,203 234,645 19,581,320

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

１株当たり中間純利益金額 200円81銭 72円32銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額

（千円）
972,231 350,750

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間

純利益金額（千円）
972,231 350,750

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,841 4,849

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を実施しております。こ

れに伴い１株当たり中間純利益金額については前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

し算出しております。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2026年５月15日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………193,838千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………200円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2026年６月29日

　（注）１．2026年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２．2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を実施しておりますが、配当
基準日は2026年３月31日であるため、株式分割前の株式数を基準とした金額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年11月10日

南海プライウッド株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

　大阪事務所

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 許　仁九

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 稲積　博則

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている南海プライウッ

ド株式会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９

月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、南海プライウッド株式会社及び連結子会社の2026年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書にお

いて中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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